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小貝川 (常総市)

鬼怒川 (下妻市）

小貝川 (筑西市)

平
成
二
十
三
年
七
月
十
五
日
（
金
）
、
下
館
河
川
事

務
所
に
お
い
て
「
平
成
二
十
二
年
度
下
館
河
川
事
務

所
優
良
工
事
等
表
彰
式
」
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

今
回
の
表
彰
は
、
平
成
二
十
二
年
度
に
完
成
・
完

了
し
た
中
で
特
に
優
れ
た
成
績
を
お
さ
め
た
工
事
、

業
務
、
技
術
者
等
に
つ
い
て
、
事
務
所
長
表
彰
を
行

い
、
技
術
の
向
上
及
び
円
滑
な
事
業
の
推
進
に
資

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

当
日
は
事
務
所
長
表
彰
を
受
賞
し
た
皆
さ
ん
に

下
館
河
川
事
務
所
長
か
ら
表
彰
状
の
授
与
を
行
い
、

終
了
後
に
は
受
賞
者
の
皆
さ
ん
と
事
務
所
側
と
の

間
で
『
意
見
交
換
会
』
を
開
催
し
ま
し
た
。

平
成
二
十
二
年
度
の
優
良
工
事
等
表
彰

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
と
の

意
見
交
換
会
開
催

優
良
工
事
及
び
（
優
秀
工
事
技
術
者
）

局
長
表
彰

・
氏
家
（
下
）
築
堤
工
事

片
柳
建
設
・
い
な
ば
建
設
経
常
建
設
共
同
企
業
体
（
石
川
雄
二
）

・
風
見
（
下
）
低
水
護
岸
工
事

(

株)

浜
屋
組
（
野
沢
直
紀
）

・
延
島
新
田
護
岸
災
害
復
旧
工
事

(

株)

浜
屋
組
（
池
田
真
人
）

事
務
所
長
表
彰

・
Ｈ
２
２
下
館
河
川
事
務
所
管
内
下
流
維
持
管
理
工
事

新
井
土
木(

株)

（
小
島
力
也
）

優
良
下
請
企
業
及
び
（
優
秀
下
請
技
術
者
）

事
務
所
長
表
彰

・
延
島
新
田
護
岸
災
害
復
旧
工
事

金
澤
建
材(

株)

（
大
森
泰
男
）

優
良
業
務
及
び
（
優
秀
技
術
者
）

局
長
表
彰

・
鬼
怒
川
・
小
貝
川
河
道
環
境
総
合
管
理
検
討
業
務

（
財
）
河
川
環
境
管
理
財
団
（
吉
田
高
樹
）

・
平
成
２
２
年
度
鬼
怒
川
・
小
貝
川
水
理
解
析
検
討
業
務

(

株)

建
設
技
術
研
究
所
東
京
本
社
（
若
杉
耕
平
）

・
Ｈ
２
２
杉
下
地
先
築
堤
設
計
業
務

い
で
あ
（
株
）（
館
山
晋
哉
）

事
務
所
長
表
彰

・
鬼
怒
川
低
水
管
理
手
法
検
討
業
務

（
財
）
国
土
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
（
唐
澤
仁
士
）

・

H
２
２
小
貝
川
堤
防
浸
透
解
析
業
務

(

株)

地
圏
総
合
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

東
京
支
店
（
上
籠
洋
昭
）

下
館
河
川
事
務
所
表
彰

工
事
功
労
者
表
彰

・
本
町
（
中
）
築
堤
工
事

(

株)

菱
伸
工
営

・
Ｈ
２
２
下
館
河
川
事
務
所
管
内
応
急
対
策
工
事

(

株)

柳
沢
工
務
店

鬼
怒
川
・
小
貝
川
で
は
、
七
月
の
河
川
愛
護
月

間
に
、
流
域
全
体
の
良
好
な
河
川
環
境
の
保
全
・

再
生
を
積
極
的
に
進
め
る
と
と
も
に
河
川
愛
護
の

意
識
が
広
く
醸
成
さ
れ
る
よ
う
に
流
域
の
皆
様
と

共
に
「
鬼
怒
川
小
貝
川
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
」
で
河
川

の
一
斉
清
掃
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
は
、
今
年
で
二
十
一
回

目
の
開
催
と
な
り
、
昨
年
か
ら
取
組
み
始
め
た
企

業
へ
の
協
力
依
頼
の
呼
び
か
け
に
、
今
年
は
、
地
元

企
業
三
十
数
社
の
協
力
も
あ
り
、
七
月
九
日
の
統

一
日
に
は
、
地
元
住
民
の
方
や
自
治
体
等
と
あ
わ

せ
て
約
八
千
五
百
四
十
人
が
参
加
し
約
二
百
五
十

一
㎥
の
ゴ
ミ
を
拾
い
ま
し
た
。
こ
の
ゴ
ミ
の
量
は

二
ｔ
ト
ラ
ッ
ク
約
百
台
分(

小
学
校
の
プ
ー
ル
約
一

杯
分
）
に
相
当
し
ま
す
。
皆
様
御
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
私
た
ち
の
ふ
る
さ
と
の
鬼
怒
川
・

小
貝
川
が
き
れ
い
に
な
る
よ
う
に
一
緒
に
大
切
に

し
ま
し
ょ
う
。

下
館
河
川
事
務
所
で
は
、
河
川
の
大
切
さ
、
楽

し
さ
、
怖
さ
等
河
川
に
関
す
る
理
解
と
感
心
を

深
め
る
活
動
や
、
川
と
の
つ
な
が
り
の
中
で
地

域
の
活
性
化
や
地
域
環
境
の
美
化
、
子
ど
も
へ

の
環
境
教
育
な
ど
、
地
域
に
貢
献
し
、
他
の
模
範

と
な
る
活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体
･
個
人
の
方

に
感
謝
状
を
お
贈
り
し
て
い
ま
す
。

鬼
怒
川
河
川
敷
有
効
利
用

促
進
協
議
会

小
貝
川
ふ
れ
あ
い
花
の
会

と
ち
木
の
会

鬼
怒
川
・
小
貝
川
ク
リ
ー
ン

大
作
戦
を
実
施
し
ま
し
た
！

河
川
愛
護
団
体
等
表
彰

七
月
九
日
、
宇
都

宮
市
道
場
宿
河
川
敷

に
て
、｢

宇
都
宮
市
水

防
訓
練
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

演
習
に
は
約
七
百

名
の
消
防
団
が
参
加

し
、
伝
統
的
水
防
工

法
や
ハ
シ
ゴ
車
を

使
っ
た
救
出
訓
練
が

本
番
さ
な
が
ら
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

下
館
河
川
事
務
所

は
、
排
水
ポ
ン
プ
車

や
照
明
車
な
ど
の
災

害
対
策
車
の
展
示
や
、

東
日
本
大
震
災
で
東

北
地
方
へ
派
遣
さ
れ

た
排
水
ポ
ン
プ
車
の

活
動
内
容
な
ど
を
パ

ネ
ル
展
示
し
て
説
明

を
行
い
ま
し
た
。

宇
都
宮
市
水
防
訓
練

勝
瓜
頭
首
工
魚
道
完
成

国
土
交
通
省
で
は
、
河
川
整
備
、
河
川
利
用
又

は
河
川
環
境
に
関
す
る
地
域
の
要
望
を
十
分
に

把
握
し
､
地
域
と
の
連
携
を
さ
ら
に
進
め
、
あ
わ

せ
て
河
川
愛
護
の
普
及
啓
発
お
よ
び
河
川
の
適

正
な
管
理
に
生
か
す
た
め
河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
制

度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

下
館
河
川
事
務
所
に
お
い
て
も
、
鬼
怒
川
・
小

貝
川
の
環
境
に
配
慮
し
た
個
性
豊
か
な
川
の
整

備
に
は
、
河
川
行
政
に
お
け
る
地
域
と
の
交
流
が

ま
す
ま
す
重
要
と
な
る
た
め
、
地
域
の
方
々
と
河

川
管
理
者
の
連
携
を
よ
り
深
め
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
鬼
怒
川
・
小
貝
川
河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー

と
意
見
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。

゛

魚道を遡上するアユ

下
館
河
川
事
務
所
で
は
、
昨
年
十
一
月
か
ら

工
事
着
手
し
た
「
勝
瓜
頭
首
工
魚
道
整
備
工
事
」
が

完
了
し
、
五
月
末
新
魚
道
に
通
水
し
ま
し
た
。

七
月
十
日
鬼
怒
川
の
宇

都
宮
市
清
原
地
先
の
き
よ

は
ら
水
辺
の
楽
校
に
「
多
目

的
広
場
」
が
オ
ー
プ
ン
し
、

オ
ー
プ
ン
記
念
ペ
タ
ン
グ

大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
地
区
ご
と
に
大

勢
の
方
が
参
加
し
、
賑
や

か
な
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
地
域
の
方
が
集
う

場
と
し
て
有
効
に
活
用
し

て
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

き
よ
は
ら
水
辺
の
楽
校

「
多
目
的
広
場
」
オ
ー
プ
ン

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
か

ら
は
、
日
頃
の
河
川
の
状

況
や
ゴ
ミ
問
題
等
、
活
発

な
意
見
が
出
さ
れ
、
河
川

管
理
者
か
ら
は
、
川
に
関

す
る
情
報
提
供
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
交
換

会
が
今
後
の
活
動
に
益
々

活
か
さ
れ
る
事
と
思
い
ま

す
。

Ｈ19年度は悪天候のため５市町のみの実施となりました

今
年
は
七
月
二
十
七
日

に
、
市
町
等
か
ら
推
薦
の

あ
っ
た
左
記
の
三
団
体
に

感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

とち木ﾞの会(環境教育活動）

鬼怒川河川敷の伐採竹を利用した水鉄砲で遊ぶ子供達

鬼怒川河川敷有効利用促進協議会

(環境美化活動）小山市：鬼怒川中島橋付近の

花畑の植栽

小貝川ふれあい花の会(環境美化活動）

下妻市：小貝川ふれあい公園ポピー畑

こ
れ
に
よ
り
、
河
川
環
境
の
縦
断
的
連
続

性
が
確
保
さ
れ
、
鬼
怒
川
の
魚
類
等
の
遡
上

可
能
範
囲
が
約
六
割
も
向
上
し
ま
し
た
。

新
し
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
魚
道
に
魚
が

な
じ
ん
で
く
れ
る
か
、
心
配
し
ま
し
た
が
、

通
水
後
は
た
く
さ
ん
の
遡
上
が
確
認
で
き

ま
し
た
。

鬼
怒
川
漁
協
で
は
、
魚
道
に
テ
ン
グ
ス
糸

を
張
り
、
カ
ワ
ウ
対
策
も
万
全
で
す
。

長
年
の
要
望
で
あ
っ
た
天
然
あ
ゆ
（
十
ｃ
ｍ

以
下
）
の
遡
上
が
多
数
確
認
で
き
た
こ
と
は
、

工
事
を
携
わ
っ
た
も
の
と
し
て
た
い
へ
ん

う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

災害対策車の展示と

東北へ派遣した

災害復旧活動状況の説明

ハシゴ車を使った車両からの救出訓練

【局長表彰・優良工事】風見（下）低水護岸工事

【局長表彰・優良工事】氏家（下）築堤工事

完成した魚道
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と
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斉
清
掃
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
は
、
今
年
で
二
十
一
回

目
の
開
催
と
な
り
、
昨
年
か
ら
取
組
み
始
め
た
企

業
へ
の
協
力
依
頼
の
呼
び
か
け
に
、
今
年
は
、
地
元

企
業
三
十
数
社
の
協
力
も
あ
り
、
七
月
九
日
の
統

一
日
に
は
、
地
元
住
民
の
方
や
自
治
体
等
と
あ
わ

せ
て
約
八
千
五
百
四
十
人
が
参
加
し
約
二
百
五
十

一
㎥
の
ゴ
ミ
を
拾
い
ま
し
た
。
こ
の
ゴ
ミ
の
量
は

二
ｔ
ト
ラ
ッ
ク
約
百
台
分(

小
学
校
の
プ
ー
ル
約
一

杯
分
）
に
相
当
し
ま
す
。
皆
様
御
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
私
た
ち
の
ふ
る
さ
と
の
鬼
怒
川
・

小
貝
川
が
き
れ
い
に
な
る
よ
う
に
一
緒
に
大
切
に

し
ま
し
ょ
う
。

下
館
河
川
事
務
所
で
は
、
河
川
の
大
切
さ
、
楽

し
さ
、
怖
さ
等
河
川
に
関
す
る
理
解
と
感
心
を

深
め
る
活
動
や
、
川
と
の
つ
な
が
り
の
中
で
地

域
の
活
性
化
や
地
域
環
境
の
美
化
、
子
ど
も
へ

の
環
境
教
育
な
ど
、
地
域
に
貢
献
し
、
他
の
模
範

と
な
る
活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体
･
個
人
の
方

に
感
謝
状
を
お
贈
り
し
て
い
ま
す
。

鬼
怒
川
河
川
敷
有
効
利
用

促
進
協
議
会

小
貝
川
ふ
れ
あ
い
花
の
会

と
ち
木
の
会

鬼
怒
川
・
小
貝
川
ク
リ
ー
ン

大
作
戦
を
実
施
し
ま
し
た
！

河
川
愛
護
団
体
等
表
彰

七
月
九
日
、
宇
都

宮
市
道
場
宿
河
川
敷

に
て
、｢

宇
都
宮
市
水

防
訓
練
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

演
習
に
は
約
七
百

名
の
消
防
団
が
参
加

し
、
伝
統
的
水
防
工

法
や
ハ
シ
ゴ
車
を

使
っ
た
救
出
訓
練
が

本
番
さ
な
が
ら
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

下
館
河
川
事
務
所

は
、
排
水
ポ
ン
プ
車

や
照
明
車
な
ど
の
災

害
対
策
車
の
展
示
や
、

東
日
本
大
震
災
で
東

北
地
方
へ
派
遣
さ
れ

た
排
水
ポ
ン
プ
車
の

活
動
内
容
な
ど
を
パ

ネ
ル
展
示
し
て
説
明

を
行
い
ま
し
た
。

宇
都
宮
市
水
防
訓
練

勝
瓜
頭
首
工
魚
道
完
成

国
土
交
通
省
で
は
、
河
川
整
備
、
河
川
利
用
又

は
河
川
環
境
に
関
す
る
地
域
の
要
望
を
十
分
に

把
握
し
､
地
域
と
の
連
携
を
さ
ら
に
進
め
、
あ
わ

せ
て
河
川
愛
護
の
普
及
啓
発
お
よ
び
河
川
の
適

正
な
管
理
に
生
か
す
た
め
河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
制

度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

下
館
河
川
事
務
所
に
お
い
て
も
、
鬼
怒
川
・
小

貝
川
の
環
境
に
配
慮
し
た
個
性
豊
か
な
川
の
整

備
に
は
、
河
川
行
政
に
お
け
る
地
域
と
の
交
流
が

ま
す
ま
す
重
要
と
な
る
た
め
、
地
域
の
方
々
と
河

川
管
理
者
の
連
携
を
よ
り
深
め
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
鬼
怒
川
・
小
貝
川
河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー

と
意
見
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。

゛

魚道を遡上するアユ

下
館
河
川
事
務
所
で
は
、
昨
年
十
一
月
か
ら

工
事
着
手
し
た
「
勝
瓜
頭
首
工
魚
道
整
備
工
事
」
が

完
了
し
、
五
月
末
新
魚
道
に
通
水
し
ま
し
た
。

七
月
十
日
鬼
怒
川
の
宇

都
宮
市
清
原
地
先
の
き
よ

は
ら
水
辺
の
楽
校
に
「
多
目

的
広
場
」
が
オ
ー
プ
ン
し
、

オ
ー
プ
ン
記
念
ペ
タ
ン
グ

大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
地
区
ご
と
に
大

勢
の
方
が
参
加
し
、
賑
や

か
な
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
地
域
の
方
が
集
う

場
と
し
て
有
効
に
活
用
し

て
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

き
よ
は
ら
水
辺
の
楽
校

「
多
目
的
広
場
」
オ
ー
プ
ン

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
か

ら
は
、
日
頃
の
河
川
の
状

況
や
ゴ
ミ
問
題
等
、
活
発

な
意
見
が
出
さ
れ
、
河
川

管
理
者
か
ら
は
、
川
に
関

す
る
情
報
提
供
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
交
換

会
が
今
後
の
活
動
に
益
々

活
か
さ
れ
る
事
と
思
い
ま

す
。

Ｈ19年度は悪天候のため５市町のみの実施となりました

今
年
は
七
月
二
十
七
日

に
、
市
町
等
か
ら
推
薦
の

あ
っ
た
左
記
の
三
団
体
に

感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

とち木ﾞの会(環境教育活動）

鬼怒川河川敷の伐採竹を利用した水鉄砲で遊ぶ子供達

鬼怒川河川敷有効利用促進協議会

(環境美化活動）小山市：鬼怒川中島橋付近の

花畑の植栽

小貝川ふれあい花の会(環境美化活動）

下妻市：小貝川ふれあい公園ポピー畑

こ
れ
に
よ
り
、
河
川
環
境
の
縦
断
的
連
続

性
が
確
保
さ
れ
、
鬼
怒
川
の
魚
類
等
の
遡
上

可
能
範
囲
が
約
六
割
も
向
上
し
ま
し
た
。

新
し
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
魚
道
に
魚
が

な
じ
ん
で
く
れ
る
か
、
心
配
し
ま
し
た
が
、

通
水
後
は
た
く
さ
ん
の
遡
上
が
確
認
で
き

ま
し
た
。

鬼
怒
川
漁
協
で
は
、
魚
道
に
テ
ン
グ
ス
糸

を
張
り
、
カ
ワ
ウ
対
策
も
万
全
で
す
。

長
年
の
要
望
で
あ
っ
た
天
然
あ
ゆ
（
十
ｃ
ｍ

以
下
）
の
遡
上
が
多
数
確
認
で
き
た
こ
と
は
、

工
事
を
携
わ
っ
た
も
の
と
し
て
た
い
へ
ん

う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

災害対策車の展示と

東北へ派遣した

災害復旧活動状況の説明

ハシゴ車を使った車両からの救出訓練

【局長表彰・優良工事】風見（下）低水護岸工事

【局長表彰・優良工事】氏家（下）築堤工事

完成した魚道


